
教員等育成指標に基づく平成30年度の

「教職員研修計画」を策定しました

近年、学習指導要領の改訂や、いじめ問題

への対応、特別な教育的ニーズに応じた指導

の充実など、教職員には様々な教育課題への

対応が求められています。

国においては、昨年４月に「教育公務員特

例法の一部を改正する法律」が施行され、各

都道府県において教員等の資質向上に向けた

指標を定め、指標に基づいた教員研修計画を

策定することが義務付けられました。

このような中、県教育委員会では、平成26

年に策定した「新潟県教育振興基本計画」の

改定を進めており、３月に作成した改定素案

では、基本理念を「一人一人を伸ばす教育」、

今後目指すひとづくりの姿を「ふるさとへの

愛と誇りを胸に、夢や希望を持って粘り強く

挑戦し、未来を切り拓いていける、たくまし

いひとづくり」とし、それを実現するための

重要な施策の一つに「教職員の資質・能力の

向上」を掲げました。

これらを踏まえ、県教育委員会では、「学び

続ける教員」として本県の教員に必要と考え

る資質・能力を、キャリアステージに応じて

明確にした教員等育成指標を昨年12月に策定

しました。

平成30年度の研修計画は、その指標に基づ

き策定した初めての計画になります。指標の

各段階に研修を明確に位置づけるとともに、

職場におけるＯＪＴ等の校内研修においても

有効に活用できるよう、具体的な活用ガイド

も合わせて盛り込みました。

本号５ページで紹介する「新潟県教育支援

システム」とともにぜひ積極的に活用いただ

き、「一人一人を伸ばす教育」の実現に取り組

んでいただきますよう、お願いいたします。

基本研修を見直しました

（初任研（小･中･特別支援学校））

研修内容を見直し、３年間を通して実施す

ることにしました。学校や研修者の主体的な

研修が実施されるようお願いいたします。

（中堅研）

教職12年経験者研修は、中堅教諭等資質向

上研修に変わり、日数を2～4日間短縮します。

小･中･高連携を含む研修の深化を図ります。

教員としての素養
（使命感、倫理観、責任感、教育的愛情 等）

学習指導

学び続ける教員

生徒指導

学校運営

新潟県の教員
に求められる
資質・能力

第819号 平成30年４月１日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進します (1)

教 育ニュースライン 県教育に関する最新ニュースをお知らせします。
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＜今月号の記事＞ 対象校種
１：教育ニュースライン Ｐ１ 全種
２：学校教育の重点について Ｐ２～４ 全種
３：教育支援システムについて Ｐ５ 全種
４：埋蔵文化センターにおける校外学習･キャリア教育 Ｐ６～７ 小中
５：生涯学習相談、家庭教育・子育て電話相談の紹介 Ｐ８ 全種
６：生涯学習情報提供システム『ラ・ラ・ネット』の紹介 Ｐ９ 全種
７：22年目を迎える「はつらつ体験塾」で豊かな体験を！ Ｐ10 小中
８：県社会教育施設、文化施設等による学習支援 Ｐ11～14 全種
９：インフォメーション Ｐ15～16 全種



県教育委員会では、今年度、各学校で重点

的に取り組んでほしい「学校教育の重点」を

作成しました。学校教育の基盤は、「地域の特

色を生かし、地域とともに歩む学校づくり」

です。これまでの重点事項等を見直し、教職

員の「働き方改革」にも資するよう、学習指

導と生徒指導の２点に焦点化しました。

次期学習指導要領（小学校は2020年度、中

学校は2021年度から全面実施）では、「主体的・

対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

が重視されています。特別支援教育の視点で

ある「一人一人の教育的ニーズに応じた指導･

支援」を基盤として、授業改善のポイントを

３点示しました。

○ 主体的な学習

児童生徒が将来の夢や希望をもち、主体的

に学習に取り組めるよう、すべての教科等で、

見通し・振り返りの学習活動や目的を明確に

した学び合いを取り入れるなど、全校体制で

取り組むことが重要です。

○ 学習内容の確実な習得

児童生徒が学習内容を確実に習得できるよ

う、「Web配信集計システム」を活用するなど、

的確な実態分析に基づいて、実効性ある対策

を立て、共通実践を進めことが重要です。

○ 教師の授業力の向上

教師の授業力が向上するよう、「教育支援シ

ステム（※５ページ参照）」等を活用し、教育

資料や指導技術の相互交流を図るなど、連携

して取り組む事が重要です。

人間関係の希薄化や規範意識の低下、実体

験の不足等が指摘され、児童生徒の豊かな人

間性の育成が一層求められる中、平成30年度

の生徒指導に関する重点を、「いじめをしない、

許さない、命を大切にする意識の醸成」とし

ました。この重点の達成に向け、次の３点か

らの取組をお願いします。

○ 道徳教育

児童生徒が互いの思いや考えを伝え合うこ

とにより、共に育つつながりが生まれます。

児童生徒が日常の生活場面において、自己や

他者、社会にとってよりよい判断ができるよ

う、「考え、議論する道徳」を推進することが

重要です。

○ 特別活動

児童生徒に、日常生活の中で問題意識をも

たせ、その解決に向け、話合いをとおして意

思決定し、合意形成を図ることができるよう、

学級活動や児童会、生徒会活動等に主体的に

取り組ませることが重要です。併せて、教職

員が児童生徒と共に汗を流し支援することで、

さらなる教育効果が期待できます。

○ 人権教育、同和教育

いじめは人権にかかわる問題であり、命に

かかわる問題です。児童生徒の人権感覚を磨

き、児童生徒が互いに認め合い、支え合うこ

とができるよう、『生きる』を活用した授業実

践を進めるなど、同和教育を中核にした人権

教育を推進することが重要です。

これらを広く周知するために、トッキッキ

の図柄でクリアファイルにして、教職員及び

市町村教育委員会等に配布しました。子ども

たちの明るい未来の実現をイメージした「虹」

に向けて、手をつなぎ仲良く歩み進める姿は、

学習指導と生徒指導は一体であることを意図

しています。各学校では、地域の特色を生か

し、地域とともに歩む学校づくりを進め、学

習指導を一体としながら、児童生徒の成長を

支援してください。

(2) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 819号 平成30年４月１日

平成30年度 小・中・特別支援学校における
学校教育の重点について 義務教育課



第819号 平成30年４月１日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進します (3)

県教育委員会では、平成30年度の高等学校

及び中等教育学校における学校教育の重点を、

「主体的・対話的で深い学び」と「いじめを

しない、許さない 命を大切にする」の２点

とし、一人一人の個性に応じた、質の高い豊

かな教育を推進していくこととしています。

○ 授業改善・学力向上・進路実現

生徒の希望進路の達成を目指すとともに、

自信を持って自分の人生を切り拓き、よりよ

い社会を創り出していくことができる人材の

育成を図るため、高大接続改革などの趣旨も

踏まえ、主体的・対話的で深い学びの実現に

向けて取り組んで行く必要があります。

生徒が、基礎的・基本的な知識及び技能を

確実に習得し、これらを活用して課題を解決

するために必要な思考力・判断力・表現力等

を身に付けるためには、課題研究をはじめと

した探究活動を行うなど、継続的な授業改善

に取り組むことが重要です。

また、生徒に進路意識を深化させるとともに、

主体的に進路を決定する能力や態度を育成する

ため、大学などの上級学校訪問や地域・産業界

と連携した就業体験等を充実させることも大切

です。

○ いじめの未然防止、早期発見、適切な対

応のために

いじめは、どの子供にも、どの学校でも、

起こりうる問題であり、些細なトラブルが重

大な事案を招く恐れがあるという認識のもと、

法の定義を踏まえ、積極的にいじめを認知し、

早期に、その解消を図ることが重要です。

そのためには、

・生徒に寄り添った教育相談の実施

・生徒の発するサインの的確な把握

・家庭や関係機関等との連携

・全職員の共通理解のもと、迅速で丁寧な、

粘り強い対応

・記録の保存、有効活用

などに努めることが大切です。

○ 同和教育を中核とした人権教育の推進

今なお、同和問題をはじめとした様々な差

別や人権侵害は社会に存在しており、その解

決は私たち一人一人の課題です。私たちの目

の前の様々な差別や問題で苦しんでいる生徒

に目を向け、寄り添った指導をすることが大

切です。

人権感覚は、生徒一人一人を大切にする教

育の基盤です。まず、教職員自身が人権尊重

の理念を十分認識することが肝要です。日頃

の言動や姿勢を見直し、知的理解や人権感覚

を高めていくことや、指導方法等の工夫改善

に協働して取り組むことが大切です。

○ 道徳教育

高等学校等においては、人間としての在り

方生き方に関する教育を、学校の教育活動全

体で行うこととしており、各教科・科目、総

合的な学習の時間及び特別活動のそれぞれの

特質に応じて、適切な指導を行う必要があり

ます。

各学校では、配布したクリアファイルに記

載してある学校教育の重点を確認し、生徒一

人一人の個性に応じた、質の高い豊かな教育

を行うことが求められます。

平成30年度 高等学校における
学校教育の重点について

高等学校教育課



(4) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 819号 平成30年４月１日



県教育委員会では、小・中・特別支援学校

の教員が作成した教材を、インターネット上

で共有する「新潟県教育支援システム」（以下、

「システム」という。）を新たに構築し、４月

から運用を始めます。教員各自にＩＤとパス

ワードを付与し、学校のパソコンだけでなく、

自宅や携帯端末からでもシステムを利用でき

るようにしました。システム上では、指導案

やワークシート、スライド等の教材を投稿し

閲覧し合ったり、教員同士でメッセージのや

りとりをしたりすることができます。

本号では、システム導入の目的や特徴、活

用方法について説明します。

現在、学校・教員をめぐる環境は、急激な

変化への対応に迫られ、支援を必要としてい

る現状があります。ベテラン教員の大量退職

に伴う若手教員の増加が見込まれる中、教師

の専門性に係る経験値の継承が困難になるこ

とが予想されます。また、少子化により学校

の小規模化が進み、直接相談できる教員が限

られてくることが予想されます。

このような現状への対応として、若手教員

の指導力の向上、教員間の情報交換・共有を

図ることを目的にシステムの運用を始めるこ

とにしました。

【システムのログイン画面】

１ 学習指導等の相談に活用する

システムでは、先生の名前や担当教科等で

検索して、研修会等で知り合った先生を探す

ことができます。また、教員同士でメッセー

ジをやりとりする機能もあり、複数人で相談

し合うこともできます。相談を投稿する際に

は、匿名で利用することも可能です。多数の

方からメッセージをもらうことができると同

時に、選択した教員のみに公開するなど範囲

を決める機能もあります。

このように、地域や年齢を超えてメッセー

ジのやりとりをしながら、指導方法等につい

て学んだり悩みを相談したりすることができ

ます。

２ 教材研究や授業プラン等に活用する

システムでは、法定研修で作成し、投稿さ

れた指導計画や授業プラン等の資料が閲覧で

きます。教材は、対象学年や教科別に検索可

能で、アクセス数が多い順に並び替えること

もできます。閲覧者は、気に入った投稿があ

れば、「いいね」やメールで投稿者に返信する

ことができます。また、教育センターで行な

われた研修の資料等も掲載されます。

このように、システムでは、日々の授業や業

務をサポートする情報を得ることができます。

システムの導入により、指導計画や教材等

のひな形をデジタルデータで共有することで、

教材作成時間の削減につながります。また、

共有したデータに改善を加え、新たな教材や

資料を創出することで、教員同士の情報交換

が促進されるものと期待しています。

システムを大いに活用することで、業務の

効率化を図りながら、指導力の向上に役立て

てください。

第819号 平成30年４月１日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進します (5)

新潟県教育支援システムの運用開始について
義務教育課



(6) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 819号 平成30年４月１日

新潟市秋葉区にある県埋蔵文化財センターで

は、県内の遺跡発掘調査によって見つかった出

土品の整理作業や収蔵管理、出土品の展示等の

普及事業を行っています。センターに隣接し

て国史跡古津八幡山遺跡があり、復元された

竪穴住居や古墳を見学することができます。

センターの出土品と合わせて見ることで、本

物の歴史学習ができる環境にあります。

さて、当センターでは主に小・中学生を対

象とした社会科歴史の学習支援を行っていま

す。合わせて、センターの職場や施設を見学

するキャリア教育の支援も行っています。

本号では、平成29年度に行った校外学習・出

前授業及びキャリア教育の取り組みと、その成

果について紹介します。

校外学習では、歴史を学び始めた児童生徒が、

本物の土器や石器を見たり触れたりすることに

よって、実物で歴史を体感しながら学んでいた

だくことを目的とします。センターを丸ごと教

材として位置付け、歴史学習や体験学習、キャ

リア教育の支援ができるようプログラムを作成

しています。

歴史学習では、本物の縄文土器・弥生土

器・平安時代の須恵器の破片を手に取って

スケッチや観察をします。時代の変遷とと

もに土器の作り方や形が変化し、現代の陶

磁器製のお茶碗につながることを知ってい

ただきます。また、縄文土器を持って、土

器の重さや煮炊きによる内面のコゲ付きを

確認することもできます。そして、自分の学

校のまわりに遺跡があることを知ると、多く

の児童・生徒は驚いた表情を見せます。遺跡

や遺物をとおして歴史と現代生活との結びつ

きを実感することができるのです。

【縄文土器を持ってみよう】

体験学習には、石器の使用体験、火起し体

験、勾玉作り体験があります。古代の技術を

学ぶとともに、現代の道具との共通性や違い

を知るうえで貴重な経験になります。石器の

使用体験は、黒曜石製の複製石器で新聞紙を

切り、石で作られた道具の切れ味を知ってい

ただきます。火起こし体験は、マイギリとい

う道具を使い、板に木の棒を回転させて火を

起こします。火を使う機会が少ない児童は、

火がついた瞬間に驚きの声を上げます。勾玉

作りは柔らかい滑石を紙やすりで削って作り

ます。新聞紙で磨き仕上げると、見違えるほ

ど輝き、児童の満足そうな表情を見て取れま

す。

【左：石器の使用体験、右：火起し体験】

キャリア教育支援のため、働くことの大切

さや苦労を知ることができるよう、職場見学

を実施しています。調査員室では、バラバラ

埋蔵文化財センターにおける校外学習・キャリア教育

新潟県埋蔵文化財センター・文化行政課



第819号 平成30年４月１日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進します (7)

に出土した土器一つ一つに、数ミリの大きさ

の文字で出土した遺跡名や位置など手書きで

記します。そして、集めてパズルのように接

合し、組み立てて復元を行います。保存処理

室では、木製品を大型機器に入れて水分と薬

品を交換し、収縮・劣化しないよう処理しま

す。また、金属製品はＸ線装置で撮影し、実

物と錆の境目を確認しながら手術用のメスで

錆落としを行います。

こうした作業は、専門的な技術を要する当

センターならではの仕事です。普段は見るこ

とができない施設や仕事を見学することは、

児童・生徒にとって大きな刺激になると考え

ています。出土品の整理作業をとおして郷土

の歴史が明らかにされていく過程を目の当た

りにすることができます。また、一連の学習

を同時に行うことができるのも当センターの

特徴と言えます。

【調査員室で土器の復元作業を見学】

【児童の感想】

・最初に土器を見たときに思ったことは、

教科書で見た時よりもすごい迫力があっ

たことです。模様がぐるぐるで、本物を

見たことは勉強になりました。

・初めて知ったことは、学区にも土器が掘

りおこされた遺跡があったことです。

・新しく知ったことは火起こしのやり方で

す。今はボタンを押すだけで火がつくの

に、昔は火を起こすだけでも大変だった

ことがわかりました。

・印象に残ったのは土器のかけらに筆で住

所をかいたり、かけらをパズルみたいに

組み立てる作業だったり、細かい作業を

していたことです。

・お仕事のやりがいを聞いたときに「歴史

を伝えていく、新しい発見がある。」とお

話しされました。私は未来にとってとて

も大切な仕事だなあと思いました。

小学校の校外学習による利用学校数は、前

年度からやや減少しましたが、新潟市内の学

校数が増加しました。また、児童数の合計は

平成28年度の1,858人に対し、平成29年度は

2,258人と約400人増加し、大規模校が多い傾

向が認められます。一方、出前授業はやや減

少しました。今後、新潟市外の学校への周知

を積極的に行い、利用を促していきたいと思

います。

表１ 小学校の校外学習・出前授業の校数と内訳

区分 2 7 年度 2 8 年度 2 9 年度

校外学習 2 7 3 7 3 3

内訳 新潟市23 新潟市30 新潟市31

加茂市1 加茂市1 燕市1

燕市1 燕市1 五泉市1

五泉市1 五泉市4

阿賀野市1 弥彦村1

出前授業 8 1 5 1 1

内訳 新潟市6 新潟市8 新潟市7

五泉市1 柏崎市1 燕市1

阿賀野市1 燕市1 阿賀野市2

五泉市3 妙高市1

阿賀野市2

※児童館等を除く。29年度は30年1月末現在。

センターが実施する校外学習・出前授業・

キャリア教育について、ぜひ御意見をお聞か

せいただきますようお願いします。

新潟県埋蔵文化財センター
住所 新潟市秋葉区金津93番地１
TEL 0250-25-3981
E-mail niigata@maibun.net
URL http://www.maibun.net/

まいぶんちゃん
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新潟県立生涯学習推進センターで行ってい

る２つの相談業務について紹介します。

「生涯学習相談」は、各教科や総合学習、

クラブ活動のゲストティーチャー、PTA活動の

講演会講師等の情報を探す際に役立ちます。

家庭教育・子育て相談『すこやかコール』

は、子育てに関わる様々な相談に電話・FAXで

対応しています。

県民、市町村生涯学習担当者、生涯学習関

連施設・団体及び学校等からの生涯学習活動

に関する様々な相談にお答えし、皆さんの取

組を支援しています。

昨年度の相談件数は約800件、うち個人を除い

た学校・市町村・PTA・社会教育施設等からは、

360件を超える相談を受けました。

学校やPTAからは、次のような相談が多く寄

せられています。

○学年行事、オープンスクールの企画のた

め、何人か講師を紹介してほしい。

○PTA総会、就学時健診等の際に家庭教育に

関する講演会をしたいので、講師を紹介

してほしい。

○研修の講師として、ラ･ラ･ネットに登録

している○○さんを紹介してほしい。

○情報モラル、読書指導、マナー講習会の

講師を紹介してほしい。など

皆さんからの相談には、専門の学習相談員

と社会教育主事がお答えします。

相談は、電話、FAX、メールで受け付けてい

ます。また直接当センターへおいでいただい

て御相談いただくことも可能です。

受付時間や連絡先は次のとおりです。

子育てやしつけなどに悩みや不安をお持ち

の保護者や御家族等が増加しています。セン

ターでは、これらの相談に対応することで、

家庭の教育力向上を支援しています。

相談内容で多かったのは以下のとおりです。

○親自身の相談（育児についての悩み、家

族関係など）

○園や学校でのこと（園や学校生活、不登

校・友人関係）

○発育・発達等（暴力・暴言、思春期・反

抗期の対応、発達障害）など

当センターの相談員は、複雑に変化してい

る今日の家庭教育の状況を踏まえて対応でき

るよう、研修を重ねています。

受付時間や連絡先は以下のとおりです。

どちらの相談業務も、お気軽に御利用くだ

さい。皆さんの御相談をお待ちしております。

生涯学習と子育てに関する相談業務の紹介

県立生涯学習推進センター
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『ラ・ラ・ネット』は「県民の主体的な学

習活動を支援すること」を目的とし、広く県

内の生涯学習に関する情報をインターネット

上で提供するものです。昨年10月にトップペー

ジをリニューアルし、より見やすく、より利

用しやすくなりました。是非、『ラ・ラ・ネッ

ト』（http://www.lalanet.gr.jp/）を御活用

ください。

このシステムでは、主に次のような学習情

報を提供しています。

１ しらべる

(1) 学習機会

県内各地で開催されている講座・イベント

の情報を広く紹介しています。児童生徒が参

加可能で有益な情報や講座等も多数紹介して

います。

(2) 指導者

生涯学習に関する講座や講習会、講演会等

の指導者を紹介しています。学校からも様々

な講師紹介の依頼がきています。現在約650名

を超える方々が登録されており、PTAの講演会

や情報モラル、読書指導などはもちろん、職

員研修の講師を探す際にも、活用できます。

(3) 県民カレッジ

県民が誰でも受講できる市町村・大学等が

登録した講座の情報を紹介しています。一定

の受講数に達すると、学長から奨励証も授与

されます。

(4) 視聴覚教材

センター所蔵のＤＶＤ・ビデオ・16mmフィ

ルム等の視聴覚教材を紹介しています。貸出

しも可能です。

(5) 親子のひろば

親子で楽しめる講座や体験活動ができる施

設などを紹介しています。

このほかにも、「施設」「団体」「ボランティ

ア」「所蔵文献」「ふるさと情報」などの情報

をはじめ、当センターからのお知らせも掲載

しています。（別ページの「生涯学習と子育て

に関する相談業務の紹介」も参照ください。）

【『ラ・ラ・ネット』トップページ『しらべる』】

２ まなぶ

『まなぶ』では、「学習情報」「お知らせ」「活

動日記」が新着のものからランダムに表示さ

れます。また、「イベントカレンダー」では日

付別で各種イベントを紹介しています。

３ つながる

『つながる』では、社会教育関係の各団体

やサークルの紹介、それぞれの団体の「活動

日記」なども見ることができます。さらに、

今回のリニューアルで「い･い･ね!」ボタンを

追加しました。このボタンをクリックするこ

とで、講座や活動日記を広くおすすめするこ

とができます。

このほかにも、『ラ・ラ・ネット』公民館の

充実など、今回紹介しきれなかった改善点が

数多くあります。スマートフォン

でも御覧いただけますので、是非、

アクセスしてみてください。

『ラ・ラ・ネット』QRコード

生涯学習情報提供システム『ラ・ラ・ネット』の紹介
県立生涯学習推進センター
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「はつらつ体験塾」は、県少年自然の家で

行っている「不登校及び不登校傾向のある小

中学生のための宿泊型体験活動（キャンプ）」

です。自然体験と共同宿泊体験をとおして集

団への適応性を高め、エネルギーを充電し、

学校復帰への足がかりとすることを目的にし

ています。平成28年度は参加した子どもの約

９割に学校復帰または現状の改善が見られま

した。子どもたちはキャンプを通じ様々な経

験を重ねることで自信をもち、新たな一歩を

踏み出すことができるようになっています。

本号では今年で22年目を迎える当事業のこ

れまでの歩みと、その様子について紹介します。

表1 平成30年度「はつらつ体験塾」日程（予定）

開始以来、「はつらつ体験塾」の目的を達成

するために、キャンプの回数や日程、開催場

所について、その都度見直してきました。

今年度は、４･８･３月を除く各月に１泊ま

たは２泊で９回（計11泊20日）のキャンプを

予定しています。子どもたちの学校への登校

や適応指導教室への通級ができるように配慮

し、泊を伴うキャンプは全て土日と祝日を含

む連休に開催しています。

また、昨年度は新たな試みとして、適応指導

教室単位でも参加できる日帰りミニキャンプを

実施し、気軽に体験してもらえる機会を設けま

した。この日帰りミニキャンプをきっかけと

して、その後の「はつらつ体験塾」に参加す

るようになった子どももいます。

「はつらつ体験塾」では、大切にしている

ことが２点あります。１点目は活動プログラ

ムの構成です。プログラムは「人とのかかわ

り」「自主・自立」「感動、成就感・達成感」

のある三つの活動で構成されています。例を

あげると、「野外炊さんで人とかかわってカレー

を作ること」「自分の体調を考えて食事をした

り就寝したりすること」「自分の力でカヌーを

漕いで進み、戻ってくること」などです。活

動の目標を明確にし、価値ある体験ができる

ようにしています。

【班で協力！ウォークラリーに出発！】

２点目は大学生ボランティアによる支援で

す。大学生ボランティアは子どもの様子に合

わせて、見守り、励まし、助けます。それに

よって子どもは意欲や自信をもつようになり

ます。大学生ボランティアには、毎回キャン

プ前に「事前研修会」を行い、ボランティア

の心得や役割、参加する子どもについての情

報等を確認し、対応の基本を理解させ、適切

に子どもたちを支援できるようにしています。

今年度も、一人でも多くの不登校及び不登

校傾向のある子どもが「はつらつ体験塾」で

豊かな体験を積み、学校復帰へのエネルギー

を高めてほしいと思っています。是非御参加

ください。

22年目を迎える「はつらつ体験塾」で豊かな体験を！

県少年自然の家
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県社会養育施設、文化施設等では、学校や

児童生徒に対する様々な学習支援を行ってい

ますので、ぜひ御活用ください。

県立図書館では窓口での調査相談・貸出・

複写などのサービス以外にも学校に対する各

種支援や児童・生徒の読書活動推進のための

事業に取り組んでいます。

１ 施設見学及び職場見学の受入れ

学校の社会科見学等の一環として、児童・生

徒を対象にした見学ツアーを行っています。見

学では閲覧室などで図書館の機能について説明

します。また、職業教育の一環として、司書の

仕事に関する質問の時間を設けるなど、子ども

たちとの対話も大切にしています。

２ 調べ学習への対応

学習の目的、テーマなどに合わせ、調べ学

習のお手伝いをします。また、図書館の利用

ガイダンスや資料の探し方の説明も行います。

３ グループ学習への支援

閲覧室の中に20人程度まで収容可能な共同

研修室があり、各種の学習活動や文化活動な

どに御利用いただけます。（団体登録制・無料）

児童生徒のグループ学習のほか、教職員の勉

強会などにも活用いただいています。

４ ユースコーナーの設置

進路指導に必要な大学案内、留学、語学に

関する本が置かれたコーナーです。このほか

に読みやすい文学作品もあり、若い世代を中

心に利用されています。また、就職や仕事に

関する本は、第２のオフィスコーナーに置い

ています。ぜひ御活用ください。

○ 県立図書館

〒950-8602 新潟市中央区女池南3-1-2

TEL 025-284-6001（代表） FAX 025-284-6832

URL https://www.pref-lib.niigata.niigata.jp/

県立生涯学習推進センターは、様々な学習

情報や学習機会を県民に提供し、生涯学習を

推進する機関です。６ページで紹介した２つ

の相談業務以外の主な取組を紹介します。

１ 生涯学習情報の収集と提供

『ラ・ラ・ネット』（新潟県生涯学習情報提

供システム）により生涯学習情報（学習機会･

指導者･視聴覚教材等）を収集・発信し、また

交流の場を提供しています。

２ 学校支援や課程支援の研修会

社会や地域の要請、学校のニーズに応える

ため、行政職員・学校職員・PTA会員・地域ボ

ランティア・コーディネーターの方々が参加

できる研修会を開催しています。

（例）･地域連携を担当する教員研修会

･地域連携コーディネーター養成ス

クール

･家庭教育支援者養成研修会 等

３ 学習機会の提供・充実

「いきいき県民カレッジ」「にいがた連携公

開講座」は、県・市町村・高等教育機関等の

生涯学習講座等を体系化し、多様な学習機会

を提供しています。また、「著作権セミナー」

や所蔵する視聴覚教材の公開（上映会）等を

開催しています。

４ メディア研修や視聴覚教材活用

情報化の進展に対応した「メディア研修」、

自作視聴覚教材コンクールの開催、視聴覚教

県社会教育施設、文化施設等による学習支援

県立図書館、県立生涯学習推進センター、新潟県少年自然の家、県立近代美術館・万代島美術館、

新潟県埋蔵文化財センター、新潟県政記念館、県立文書館
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材・教材の貸し出し等を行っています。

５ その他

各研修会のために「ホール（定員186名）」

「大研修室（定員100名）」を貸出しています。

○ 県立生涯学習推進センター

〒950-8602 新潟市中央区女池南3-1-2

TEL 代表 025-284-6110

視聴覚教材の貸し出し 025-284-6110

生涯学習相談 025-284-6119

すこやかコール 025-283-1150

ラ・ラ・ネット（新潟県生涯学習情報提供システム）

URL http://www.lalanet.gr.jp/

昨年度は、32,000人を超える多くの皆さん

から利用していただきました。

１ 小・中学校の活動について

小学校は、５年生を主体とした自然体験教

室が利用の中心です。１泊２日の日程で、野

外炊さんや野外ゲーム、カヌー体験、キャン

プファイアを柱として活動します。中学校は、

年度初めの仲間づくりや学級づくりのため

に、１年生の利用が中心です。所員がレクリ

エーションや構成的グループエンカウンター

を指導することもできます。

【カヌー体験の様子】

２ 中・高校生リーダーシップ研修について

生徒会リーダーとしての資質・コミュニ

ケーション能力・リーダー意識等の向上を

図るため、グループワークを中心とした研

修を行います。

３ 新施設のオープンについて

平成31年４月のオープンに向けて新施設建

設工事を進めています。宿泊可能人数は現在

の約1.5倍の約300人となる予定です。

○ 新潟県少年自然の家

〒959-2602 胎内市乙字大日裏

TEL 0254-46-2224

URL http://www.pref.niigata.lg.jp/shizen/

１ 学習支援活動

県立近代美術館・万代島美術館では、子ど

もたちに美術作品の素晴らしさを伝えるとと

もに、コミュニケーション力、表現力、想像

力、創造力の向上を目指した活動を推進して

います。学習指導要領に記された「鑑賞」の

内容を充実させるためにも、県立美術館を御

活用ください。

① 対話型鑑賞・作品解説・その他

作品をみる力、想像する力、考える力、伝え

る力を引き出し、ひいてはコミュニケーション

能力を育むことができる「対話型鑑賞」を行い、

また展示中の作品や作家についてわかりやすく

解説します。（対話型鑑賞は基本的に近代美

術館で実施。）

また、鑑賞に関する教職員対象の研修会

も承ります。鑑賞を身近に感じ、子どもた

ちが積極的に楽しめる鑑賞方法を御紹介し

ます。

その他、ご相談に応じて施設見学や職場

体験、総合的な学習なども承ります。

② 出張授業

学芸員が

学校に出向

き、鑑賞に関

わる授業を行

います。各出

張先の希望を

受けて事前に打 【出張授業】

ち合わせをし、実施内容を決定します。
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展覧会に合わせて組んだプログラムを御紹

介することもあります。（近代美術館で実施。

万代美術館の場合はお問い合わせください。）

２ 学校等の観覧料免除制度

県立美術館では、小・中・高等学校の教育

課程の一環として団体で来館される場合は、

観覧料が免除されます。

小・中学校、中等教育前期課程、特別支援

学校初・中等部については、「利用事前調査票」

を一週間前までにご提出ください。

県内の高等学校、中等教育学校後期課程、

特別支援学校高等部については、「観覧料免除

申請書」と「利用事前調査票」を一週間前ま

でにご提出ください。どちらの様式も各館Web

ページからダウンロードできます。

新潟県立近代美術館（長岡市）は、改修

工事のため、本年度７月２日(月)よりおよ

そ１年間にわたり休館いたします。美術館

での活動はできませんが、出前講座および

研修講師は休館期間中も受け付けておりま

すので、ぜひ御活用ください。

○ 県立近代美術館

長岡市千秋3丁目278-14

TEL 0258-28-4111

URL https://kinbi.pref.niigata.lg.jp/

○ 県立万代島美術館

新潟市中央区万代島5-1 朱鷺メッセ内万代島ビル5階

TEL 025-290-6655

URL https://banbi.pref.niigata.lg.jp/

県埋蔵文化財センターは、おもに小・中学

校の歴史学習について校外学習の受け入れと、

出前授業を実施しています。また、中学生の

職場体験も受入れています。

１ 校外学習の受け入れと出前授業

校外学習では縄文土器など本物の遺跡出土品

を用いた歴史学習を行っています。また、火

起こし体験や勾玉作り体験、石器の使用体

験などの体験学習と、土器の復元作業など

を見学する職場見学を組み合わせ、総合的

に歴史を学ぶメニューを用意しています。

近隣にある国史跡古津八幡山遺跡史跡や、

地層（金津層の露頭）の見学も行うことが

できます。

出前授業は職員が学校に出向いて歴史解

説をするほか、体験学習も行うことができ

ます。土器や石器など数多くの本物を持ち

込むため、学校にいながらセンターの校外

学習と同様の学習を体験いただけます。

【左：３種類の土器片 右：縄文人の道具箱（石器）】

２ 職場体験

土器の接合や出土品の保存処理など、専

門的な技術を要するセンターならではの仕

事を体験するプログラムを用意しています。

生徒にとって大きな刺激になると考えてい

ます。

御利用の際は事前に打ち合わせをさせて

いただき、各校の希望に沿った内容となる

よう計画いたします。詳しくはセンターWeb

の校外学習の案内を御覧ください。まずは、

お電話にてお気軽にお問い合わせください。

○ 新潟県埋蔵文化財センター

〒956-0845 新潟市秋葉区金津93-1

TEL 0250-25-3981

URL http://www.maibun.net/

県立文書館は、新潟県の歴史に関する資

料を保存し、それらを県民の皆さんに活用

していただくための機関です。学校教育で

文書館を、ぜひ御利用ください。
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１ 文書館の仕事

文書館は、収集した古文書・公文書を体

系的に整理し、県民共有の財産として保存

しています。整理された資料は、所定の手

続きで閲覧・利用ができます。

また、新潟県の歴史に関する資料につい

ての保存相談と調査を行うとともに、当館

所蔵の歴史資料を活用した企画展示や各種

の講座などを開催しています。

２ 学校教育とのかかわり

(1) 職場体験学習

キャリア教育への支援として、生徒の職場

体験学習・職場訪問

を受入れています。

資料の整理、修復な

ど、文書館の仕事を

体験することができ

ます。

(2) 教材研究 【職場体験（チラシ配布時の様子）】

明治～戦前の県内刊行新聞（複製）は、授

業素材として利用されています。また、授業

の素材となる地域資料の所蔵の有無や、活用

方法などの相談を受け付けています。

(3) Webページの利用

文書館Webページコンテンツ「越後佐渡ヒス

トリア」は、所蔵資料を用いた郷土史コラム

で、授業の導入などに活用できます。

県立図書館と共同で運営している「越後佐

渡デジタルライブラリー」は、県内の多くの

歴史資料を画像で見ることができます。

○ 県立文書館

〒950-8602 新潟市中央区女池南3-1-2

TEL 025-284-6011

URL https://www.pref-lib.niigata.niigata.jp/?page_id=569

明治16(1883)年に「新潟県会議事堂」とし

て建設された県政記念館は、明治期の現存す

る唯一の府県会議事堂として国の重要文化財

に指定されました。その貴重な建物を下記の

ような学びや学習の場として御活用下さい。

(1) 模擬議会

明治の雰囲気の中で議員になったつもりで意

見を交してみて下さい。

小・中学校、高校

など議会の仕組み

を学習する社会科

で、また、学級会、

児童会・生徒会な

どの話し合いの場

で活用して下さい。 【白山小学校6年生の様子】

国の重要文化財の中で議論するという貴重

な体験が好評です。

(2) 巡検・自主学習

明治から昭和初期

の新潟県、また新潟

島と呼ばれる地域の

歴史や文化などをグ

ループや個人で学ぶ

ことができます。館

内見学は、職員が解

説しながらの案内も

可能です。

(3) 文化部活動発表の場

合唱部、吹奏楽部等の発表の場として、

議場で公演することができます（客席定員80

名）。また、写真部等の展示も可能です。

(4) コンサートや各種企画展の開催

プロやアマチュアの音楽家によるコンサート

や、生け花、トールペイントなど多彩な企画展

も随時開催しています。文化に親しむ場として

もぜひ訪れていただきたいと思います。

郷土の誇るべき建造物に興味・関心をもっ

ていただく機会として是非御活用ください。

○ 新潟県政記念館

〒951-8132 新潟市中央区一番堀通町3-3

TEL 025-228-3607

URL http://niigata-bs.sakura.ne.jp/si/kensei/index.html

【新潟中央高校コーラス部】
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●県立近代美術館 （長岡市）

コレクション展 第１期

展示室１
「母たちの肖像」
作家は母子の

姿に何を思い、
描いたのでしょ
うか。作家が母
子というモティー
フに込めた思い
を探ります。

ケーテ・コルヴィッツ《母と二人の子》

1932-36年（「母たちの肖像」より）

展示室２「近代美術館の名品」
当館所蔵品の中から、美術史上重要な作品、人

気の高い作品を選りすぐって展示します。
展示室３「手は語る」
人の営みにおいて、「手」は重要な役割を担って

います。祈りや喜怒哀楽など、手の表情に注目し
た特集展示です。

〇会 期 ４月１日（日）～ ５月20日（日）
○休 館 日 毎週月曜日
○開館時間 午前９時～午後５時

（観覧券の販売は午後４時30分まで）
○会 場 県立近代美術館 コレクション展示室
○観 覧 料 一般430円（340円）

高校・大学生200円（160円）
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳・療育手帳をお持ちの方は観覧料が
免除になります。受付で御提示ください。

※企画展開催中は、企画展観覧券でコレクション
展も御覧いただけます。

県立近代美術館では学校向けの教育普及プログラムを用意し

ています。詳しくはこちらを御覧ください。

年間スケジュールはこちら

県立近代島美術館
住所 長岡市千秋３丁目278-14
TEL 025-290-6655
URL https://banbi.pref.niigata.lg.jp/

●県立万代島美術館（新潟市）

企画展「古代アンデス文明展」

図版：《土製のリャマ像》ペルー文化省・国立考古学人類

学歴史学博物館所蔵 撮影：義井豊

南米大陸西岸に栄えた古代アンデス文明の環境は、
世界の他の文化に類を見ないほど多様でした。南北
の広がりは4000キロメートル、標高差は海岸の砂漠
地帯から人が住む限界の高地まで4500メートルにも
及び、それぞれの環境に多彩な文化が盛衰を繰り返
しました。本展では、地上絵で知られるナスカや黄
金の都といわれたシカンなど、アンデス文明を代表
する９つの文化を、優れた意匠の土器、織物、黄金
製品やミイラなど、選び抜かれた約200点の貴重な資
料を通して紹介します。アンデスに人類が到達した
先史時代から、16世紀のスペイン人によるインカ帝
国征服まで、約１万５千年の文明史をご覧ください。

○会 期 開催中～５月６日(日)
○休 館 日 ４月16日(月)
○開館時間 午前10時～午後６時

(観覧券の販売は午後５時30分まで)
○観 覧 料 一般1,300円(1,100円)

高校・大学生1,100円(900円)
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が
免除になります。受付で御提示ください。

【会期中のイベント】
◆「＃アンデスってなんです？」クイズ＆スタンプラリー
アンデス文明にまつわるクイズに答えながら、ス

タンプを集めよう！

○会場：展示室 ※申込不要・要観覧券

県立万代島美術館
住所 新潟市中央区万代島５-１ 朱鷺メッセ内
TEL 025-290-6655 万代島ビル５階
URL https://banbi.pref.niigata.lg.jp/
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発行所 新潟県教育庁総務課
所在地 〒950-8570

新潟市中央区新光町４番地１
電 話 025-280-5587 ＦＡＸ 025-285-3766
E-mail ngt500010@pref.niigata.lg.jp
Web版URL http://www.pref.niigata.lg.jp/kyoikusomu/
**本紙に関する御意見がありましたら、お寄せください**
＜無断転載を禁ず＞

※ PDFファイルでご覧の方は、下線部（Webページﾞア

ドレス）をクリックすると、直接該当Webページﾞへジ

ャンプしますので御活用ください。Webページでも御覧

ください。バックナンバーも御覧ください。「教育月

報」で検索してください。

●県埋蔵文化財センター（新潟市）

春季企画展「火焔型土器－縄文の息
吹－」を開催します
新潟の宝である火焔型土器。圧倒的な迫力と優雅

な造形を兼ね備えた姿からは、縄文の息吹を感じ取
ることができます。十日町市指定文化財である野首
遺跡の火焔型土器を一堂に集め、その歴史と魅力に
迫ります。

〇期 日
前期 ４月13日（金）～５月27日（日）
後期 ５月29日 (火）～６月24日（日）
○時 間 午前９時～午後５時
○観覧料 無料
※写真の火焔型・王冠型土器は５月27日（日）まで
の期間限定公開となります。

十日町市野首遺跡の火焔型土器

（提供:十日町市教育委員会 photo by T.Ogawa)

新潟県埋蔵文化センター講演会
第１回「土偶と火焔型土器」
新潟県では縄文時代前期～晩期の土偶があります

が、火焔型土器が製作された中期のものが最も多く
見つかっています。県内各地域から出土した土偶を
通じて、その特徴や地域性について考えます。

〇期 日 ４月22日（日）
〇時 間 午後１時30分～３時30分
〇会 場 県埋蔵文化財センター
〇参加費 無料
〇講 師 石川 智紀（当センター）
〇定 員 80人（当日定員になり次第締切）
〇申込み 不要（情報保障（手話通訳･要約筆記）が
必要な方は２週間前までにご連絡をお願いします。）

県埋蔵文化財センターでは学校向けの教育プログ
ラムを用意しています。詳しくはこちらをご覧くだ
さい。

新潟県埋蔵文化財センター
住所 新潟市秋葉区金津93番地１
TEL 0250-25-3981
E-mail niigata@maibun.net
URL http://www.maibun.net
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